
 

Valve A

Air-C

Bore×

Displac

Compr

 

Keito

 

Abstract: In r

the engine in

engine that a

multi-point ig

oscillation ca

 

1. 緒言 
 近年，HC
研究が数多

燃焼を詳細

や筒内の可視

の可視化を行

メカニズム

 そこで本研

トロークエ

燃焼を高速度

焼の挙動を解

 
2. 実験装置

 表 1 に供試

いた装置の概
 

T

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1  Sc

１：日大理工

Arrangement

Cooled, 4-Strok

×Stroke [mm]

cement [cm
3
]

ression Ratio

DMEを

V

o Agui1, Yutak

recent years, i

n detail. This s

allowed entire 

gnition with b

an be observed

CCI 燃焼や S
く進められて

に調査するた

視化等の研究

行うことによ

の解明が期待

研究では，全

ンジンを用い

度カメラにて

解析した． 

置および方法

試機関の仕様

概略図及び供

Table 1  Speci

hematic dia

工・学部・機械 

Side-

ke Single Cylin

7

を用いた4ス
Visualization o

○安居

ka Iso1, Takahi

it has been act

study investiga

bore area to b

blue flame. If t

d in the visual

SI エンジンの

ている．そん

ため，燃焼にシ

究が盛んに行

よって，燃焼の

待できる． 
全面可視化が可

いて,DME の
て観察した．

法 
様を示す.また

供試機関の主

ification of tes

 

 

 

agram of exp

 
２：日大理工

-Valve Type

nder Engine

78 × 70

334

8 ： 1

ストロークH
of Knocking in

居院慧人 1, 磯優

iro Shima2, H

tively visualiz

ated the funda

be visualized. 

the equivalent

lized flame.

のノッキング

な中，内燃機

シミュレーシ

行われている．

のさらなる理

可能な側弁式

の基礎的な H
また，その際

た,1，2 に実験

主断面図を示す

t equipment

perimental s

工・院（前）・

HCCI機関に

n a Four-stroke

優孝 1, 島貴大

Hirotaka Suz

zation studies 

amental HCCI

As a result, In

t ratio is incre

グ等の

機関の

ション

．筒内

理解や

式 4 ス
HCCI 
際の燃

験に用

す． 

etup 

を

を

を

ク

高

秒

機械 ３：日大

Engine sp

Frame R

Fu

Input he
per 

Qin [J/

Intake air

Pin [

Intake air t

Tin

におけるノ

e HCCI Engin

大 2, 鈴木裕和

zuki2, Yuki T

of in the cylin

I combustion b

n the case of n

eased, high int

Fig. 2  Cr
 

供試機関は

をベースとし,
を用いた．全面

を防ぐためシ

クリアランス

高速度カメラ

秒 10000 コマ

 

表 2 に実験条
Tab

大理工・教員

peed [rpm]

Rate [fps]

uel

eat energy
cycle
/cycle]

r pressure

[kPa]

temperature

n [K]

ッキングの

ne fueled with D

和 2, 高村悠樹

Takamura2, A

nder for invest

behavior in D

normal combu

tense flame ac

ross section dr

，4 ストロー

,ボア方向全面

面可視化をす

リンダヘッド

を 1 mm (図

(Photron FAS
マで直接撮影

条件を示す．
ble 2  Exper

・機械

 Qu

Case 1

DM

400

100

10

32

14

可視化観察

DME 

樹 2, 飯島晃良

Akira Iijima3, 

tigating the co

DME fuel by u

ustion, DME i

ccompanied by

rawing of the 

ーク空冷単気

面可視化を行

するに当たり

ドとシリンダ

図 2[α]部)とし

STCAM SA-1
影した. 

 
rimental cond

uartz Window
A – A 

 B – B 

[α]

Case 2

ME

450

000

00

20

400

察 

良 3, 庄司秀夫

Hideo Shoji

ombustion of 

using a 4-strok

s burned in 

y knocking 

test equipmen

筒ガソリン機

行うため側弁

，圧縮比の低

ダーブロックの

している．ま

1.1)を用いて

dition 

夫 3 

i3  

ke 

nt 

機関

弁式

低下

の

た，

毎

平成 27年度　日本大学理工学部　学術講演会予稿集

 729

K2-13



 

6.24 deg 

-11.72 deg 

3. 実験結果

 Case 1，C
の比較を可

択した． 
 図 3 に C
縦軸は上か
[J/deg.] ，横
Case 1 及び
に示す． 
 Case 1 の
力上昇も緩
像では領域
焼が進行し
なり，HCC
 Case 2 の
ち当量比の
し急激な熱
また，筒内圧
動が起きて
じているこ
ていること
において初
いる．Case 
当量比の増

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Case 1 
N = 1400 rp
Qin = 400 J

Case 2 
N = 1400 rp
Qin = 450 J

7.08 deg 

0.84 deg

-10.88 deg 

果および考察

Case 2 は正常

可視化で行う

ase 1，Case
から，筒内圧力
横軸はクラン
び Case 2 にお

波形に着目す
緩やかな燃焼
域 C において
していき，9.6
CI 燃焼である
波形に着目す

の増加による
熱発生を伴う燃
圧力に着目す
いる．これは

ことを示しそ
も示してい

初期火炎が同
 1 に比べ青い

増加に伴い火炎

pm, ε= 8, Tin =
J/cycle, DME 

pm, ε= 8, Tin =
J/cycle, DME 

7.92 deg 

g (0.10msec) 

-10.04 deg

F

6

4

2

P
 [

M
P

a]
H

R
R

 [
J/

d
eg

.] 8

察 
常燃焼とノッ

ため表 2に示

e 2 における
力 P [MPa] 

ンク角度 [deg
おける可視化

すると，TDC
をしている．
て初期火炎が
60 deg 付近で
ることが確認
すると，投入

る影響を受け
燃焼となって
すると急激な
は目的とした

それに伴うノ
る．可視化画
時に形成され
い火炎の輝度
炎温度が増加

= 320 K 

= 320 K 

8.76 deg

g -9.20 deg

ig. 3  Experi

B

Case2

3

1

2

60

40

20

0

0

-30 -

Pressure

-40

80

4

ッキング時の

示す投入熱量

実験結果を示
，熱発生率

g.] である．
化画像を図の

C 付近で着火
また，可視

が形成された
で体積的な燃
認できる．
入熱量の増加
け着火時期が
ている．(矢印
な圧力上昇の
たノッキング
ノック振動が
画像では，領
れ HCCI 燃焼
度が高い．こ
加したためと

9.60 deg

-8.36 deg

imental results

A

TD-20 -10

Crank Angl

の燃焼

量を選

示す．
率 HRR 
また，

の上下

火し圧
視化画
た後燃
燃焼と

加，即
が進角
印 A) 
の後振
グが生
が起き
領域 D
焼して
これは
と 

考

排

気

4.

燃

ら

炎

5.

[1

[2

10.44 deg

g -7.52 deg

s at Case1 and

DC 10 20

Heat Rele

le, [deg.]

考えられる．燃

排気バルブ側

気側を往来す

. 結言 
DME の HC

燃焼する．しか

ら，高い輝度の

炎の発光も確認

. 参考文献

1]Thring, R.H

Ignition (HC

2]山川・他 2

焼技術開発

pp. 81-87,No

11.28 deg 

g -6.68 deg

d Case2 

Case1

30

ease Rate

40

燃焼が進行し

から急激な燃

る赤い輝炎が

CCI 燃焼時は青

かしノッキン

の火炎を伴い

認された. 

., Homogeneo

CI) Engines, 

名，高圧縮比

，自動車技術

o.1(2012)

12.12 deg

0.84 de

g -5.84 deg

していくと-8.3
燃焼が発生し

が確認できる

青い火炎を伴

ング時は圧力振

い燃焼する.ま

ous – Charge C

SAE paper 89

比ガソリンエ

術会論文集，

Flame Ra

 12.96 deg

eg (0.10msec)

g -5.00 deg

36deg 付近で

し末端部と吸排

る(領域 E)．

伴い多点着火

振動を伴いな

また,その後に

Compression 

92068, 1989.

エンジンの燃

Vol.43, 

ate : 10000 fps

g 

g 

で吸

排

火で

なが

に輝

- 

s 

平成 27年度　日本大学理工学部　学術講演会予稿集

 730


